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第１図は、雲仙岳周辺における GNSS 連続観測結果である。 

第１図の上段に基線の配置を示した。第１図下段は、第１図上段に示した基線の基線長変化グラフ

であり、左列は最近約５年間（2013 年１月～2017 年 12 月）の時系列、右列は最近約１年間（2016 年

12 月～2017 年 12 月）の時系列である。GNSS 連続観測結果には特段の変化は見られない。 

第２図は、「だいち２号」の SAR 干渉解析結果である。 (a)では、平成新山の東側で収縮と思われ

る衛星から遠ざかる変動が見られる。(b)では、ノイズレベルを超える変動は見られない。 
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第１図 雲仙岳周辺の GNSS 連続観測基線図（上段）、観測局の保守履歴（下段） 

Fig.1 (upper) Site location map of the continuous GNSS observation network; 

 (lower) History of site maintenance. 
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第２図 「だいち２号」PALSAR-2 による雲仙岳周辺地域の解析結果  

Fig.2 (Ascending and/or Descending) SAR Interferogram of ALOS-2 PALSAR-2. 
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(a) 2017/06/26-2017/09/04 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 
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12:19頃 

(84日間） 

衛星進行方向 南行 南行 

電波照射方向 右 右 

観測ﾓｰﾄﾞ* U-U U-U 

入射角 40.1° 40.1° 

偏波 HH HH 

垂直基線長 - 107 m + 34 m 

*U: 高分解能(3m)モード 

 

(b) 2017/09/04-2017/11/27 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 

衛星進行方向 

電波照射方向 

国土地理院以外の GNSS 観測点 

背景：地理院地図 標準地図・陰影起伏図・傾斜量図 


